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一
、『
年
譜
』で
は
当
該
主
人
公
は
一
貫
し
て「
師
」と
呼
ば
れ
る
の
が
常
で
あ
る
が
、本
書
で
は
原
則
的
に
は
、十
五
歳
で
出

家
す
る
ま
で
は「
岩
次
郎
」、そ
し
て
三
十
四
歳
で「
白
隠
」と
号
す
る
ま
で
は「
慧
鶴
」と
し
た
。

一
、	年
譜
の
本
文
は
現
代
語
訳
に
し
、項
目
ご
と
に
見
出
し
を
付
け
た
。

一
、	見
出
し
に
◎
を
付
け
た
も
の
は
、『
草
稿
』や『
年
譜
』に
な
く
、他
の
資
料
か
ら
追
加
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、	見
出
し
に
？
を
付
け
た
も
の
は
、『
草
稿
』や『
年
譜
』に
記
述
が
あ
る
も
の
の
、誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
、編
者
の
考
証
や
補
注
は
、極
力【　

】内
に
補
っ
た
が
、本
文
に
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。

一
、引
用
し
た
白
隠
の
著
書
は
、『
白
隠
禅
師
法
語
全
集
』全
十
四
冊
、『
荊
叢
毒
蘂
』乾
・
坤（
以
上
、禅
文
化
研
究
所
刊
）、『
白

隠
禅
画
墨
蹟
』全
三
冊（
二
玄
社
刊
）に
よ
る
。

一
、『
荊
叢
毒
蘂
』の
書
き
入
れ
本
に「
今
津
文
庫
本
」と
あ
る
の
は
、花
園
大
学
図
書
館
今
津
文
庫
本
蔵
の
も
の
を
い
う
。

こ
の
書
き
入
れ
内
容
は
、右
の『
荊
叢
毒
蘂
』乾
・
坤
に
翻
刻
し
掲
載
し
て
あ
る
が
、原
本
影
印
を
花
園
大
学
国
際
禅
学
研

究
所
の
Ｈ
Ｐ
の「
電
子
達
磨
」に
も
搭
載
し
て
あ
る
。

一
、『
闡
提
毒
語
集
』と
い
う
の
は
、中
津
自
性
寺
蔵
の『
荊
叢
毒
蘂
』の
稿
本（
一
部
、白
隠
の
自
筆
）で
あ
る
。

一
、引
用
し
た
白
隠
の
著
作
の
う
ち
、仮
名
法
語
や
書
簡
の
引
用
に
つ
い
て
、原
文
の
ま
ま
で
は
読
み
に
く
い
の
で
、送
り

仮
名
な
ど
に
つ
い
て
は
適
宜
表
記
を
あ
ら
た
め
た
。

一
、資
料
篇
で
は
、上
段
に『
草
稿
』『
東
嶺
年
譜
』を
、下
段
に『
年
譜
』の
記
事
を
収
め
た
。

一
、『
草
稿
』の
原
本
は
、ご
所
蔵
者
法
輪
寺
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
、花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
の「
電
子
達
磨
」

に
搭
載
し
た
の
で
、ご
利
用
願
い
た
い
。
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貞享乙丑二年（一六八五）一歳

貞
享
乙
丑
二
年
（
一
六
八
五
）
一
歳

誕
生
・
父
方
の
杉
山
家

こ
の
年
十
二
月
二
十
五
日
の
夜
丑
の
刻
、
駿
東
郡
浮
島
ケ
原
の
宿
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
岩
次
郎
。
父
は
杉
山

氏
で
、
そ
の
祖
先
は
勇
名
を
馳
せ
た
鈴
木
氏
の
一
族
で
あ
る
。［
鈴
木
三
郎
重
家
は
主
君
の
源
義
経
が
奥
州
の
藤
原

秀
衡
の
下
に
逃
れ
る
こ
と
を
聞
い
た
が
、
そ
の
行
に
遅
れ
て
追
い
つ
け
な
い
と
知
っ
て
、
一
族
の
七
騎
と
と
も
に
伊
豆
の

江
梨
村
に
留
ま
っ
た
。
杉
山
氏
は
そ
の
末
裔
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
は
熊
野
権
現
の
臣
神
で
あ
る
。
天
竺
に
随
行
し
漢

土
を
歴
て
再
び
日
域
に
帰
っ
た
。
世
に
熊
野
侍
と
呼
ば
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。］

［（
以
下
、
東
嶺
の
注
）
師
が
美
濃
に
居
た
と
き
、
あ
る
家
に
食
事
に
呼
ば
れ
た
。
そ
こ
に
盲
目
の
筮
法
（
数
）
を
よ
く

す
る
者
が
い
て
、
師
を
占
う
と
、
驚
い
て
言
っ
た
、「
あ
な
た
は
勇
夫
義
人
の
子
孫
で
す
。
将
来
、
き
っ
と
天
下
の
人
を

走
ら
し
め
る
よ
う
な
人
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
。
師
が
笑
っ
て
真
に
受
け
な
い
で
い
る
と
、
盲
人
は
「
あ
な
た
が
分
か
ら

な
く
て
も
、
私
の
占
い
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
師
が
の
ち
に
母
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
る
と
、
母
は
右
の
よ

う
な
次
第
を
話
し
た
。］

【
鈴
木
重
家
は
紀
州
熊
野
の
藤ふ
じ

白し
ろ

鈴
木
氏
の
当
主
で
あ
る
。
重
家
の
次
男
・
重
次
の
直
系
は
藤
白
鈴
木
氏
と
し
て
続
き
、
こ

の
一
族
か
ら
は
雑
賀
党
鈴
木
氏
や
、
江
梨
鈴
木
氏
な
ど
が
出
た
。
天
竺
云
々
は
、『
熊
野
の
本
地
』な
ど
に
見
え
る
説
話
。
天

竺
の
摩
訶
陀
国
の
善
財
王
の
、
千
人
の
后
の
う
ち
の
五
衰
殿
の
産
ん
だ
王
子
が
日
本
に
渡
っ
て
熊
野
の
神
と
な
っ
た
と
い
う

も
の
。
熊
野
侍
は
、
熊
野
水
軍
を
率
い
た
熊
野
別
当
湛
増（
武
蔵
坊
弁
慶
の
父
）に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

慧
鶴
の
母
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）五
月
二
十
七
日
、
慧
鶴
が
二
十
歳
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
と
き
慧
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鶴
は
美
濃
に
い
た
が
、
母
が
亡
く
な
る
ま
で
に
郷
里
に
帰
っ
た
こ
と
は
、
年
譜
な
ど
の
記
事
か
ら
類
推
す
る
に
あ
り
得
な
い
。

父
の
俗
名
は
権
右
衛
門
で
あ
る
。】

母
方
の
長
澤
家

母
は
長
澤
氏
で
当
家
は
宿
場
の
長
で
、代
々
仏
教
を
奉
じ
る
家
で
あ
っ
た
。［
原
宿
に
五
百
年
来
住
ま
う
家
で
あ
っ

た
。
富
士
の
大
石
寺
開
山
日
興
上
人
は
、
も
と
は
天
台
宗
の
英
傑
だ
っ
た
が
、
岩
本
の
実
相
寺
に
住
し
た
。
日
蓮
聖
人
に

謁
し
て
、
日
蓮
宗
に
改
宗
し
た
の
で
あ
る
。（
日
興
上
人
は
）
鎌
倉
に
往
き
来
す
る
時
に
は
必
ず
こ
の
家
に
泊
ま
っ
た
。

日
興
は
後
に
感
謝
の
印
と
し
て
、
日
蓮
聖
人
か
ら
授
け
ら
れ
た
炉
花
燭
三
器
と
曼
陀
羅
な
ど
を
長
澤
家
に
授
け
た
。
こ
れ

ら
は
長
ら
く
家
蔵
さ
れ
て
来
た
が
、
懇
請
さ
れ
て
す
べ
て
大
石
寺
に
寄
附
さ
れ
、
寺
宝
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
家
に

浮
沈
が
あ
っ
て
も
、
大
石
寺
で
法
会
が
あ
る
と
き
は
、
招
か
れ
て
諸
檀
の
上
席
を
与
え
ら
れ
礼
遇
さ
れ
た
。］

【
原
本
の「
駅
亭
の
長
」は
、
原
宿
の
場
合
は「
問
屋
」を
指
す
こ
と
に
な
る
が
、
白
隠
の
時
代
に
長
澤
家
が
問
屋
役
を
務
め
た

こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。年
寄
り
役
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。い
ず
れ
に
し
て
も
原
宿
の
有
力
者
の
家
で
あ
っ

た
。
長
澤
氏
の
先
祖
は
、
甲
州
長
澤
村
の
出
身
で
、
い
つ
の
時
代
か
か
ら
、
愛
鷹
山
麓
の
根
方
街
道
筋
の
浮
島
村
井
出
の
ほ

と
り
に
土
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う（
秋
山
寛
治『
白
隠
禅
師
の
生
縁
と
修
業
時
代
』）。

原
本
に「
一
住
五
百
年
」と
あ
る
の
は
誇
張
で
あ
ろ
う
。
日
興
上
人（
一
二
四
六
～
一
三
三
三
）は
、
甲
斐
国
巨
摩
郡
大
井
荘
鰍

澤
に
生
ま
れ
、
駿
州
蒲
原
の
四
十
九
院（
天
台
宗
）に
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
岩
本
の
実
相
寺（
静
岡
県
富
士
市
）を
訪
れ
た
日
蓮

聖
人
に
出
会
っ
て
弟
子
と
な
っ
た
。】

母
は
淳
善
な
人
柄
で
、
常
に
慈
悲
行
を
行
な
い
、
仏
に
参
り
法
を
聴
聞
し
に
行
か
な
い
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
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布
施
・
愛
語
・
利
行
・
同
事
と
い
う
四
種
の
菩
薩
行
や
八
福
田
と
い
う
福
業
を
教
わ
ら
な
く
と
も
、
そ
の
徳
沢
は

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
皆
に
及
ん
で
い
た
。

母
、
霊
夢
を
見
て
妊
む

あ
る
夜
、
母
の
夢
に
幣ぬ
さ

が
見
え
た
。
伊
勢
皇
大
神
の
御
幣
を
持
っ
た
者
が
伊
勢
か
ら
飛
来
し
、
こ
の
家
の
屋
根

の
上
に
立
っ
て
、
威
風
凜
々
と
し
て
、
し
ば
ら
く
御
幣
を
揺
ら
し
て
い
た
。
こ
の
夢
を
見
た
夜
に
懐
妊
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
母
は
常
に
伊
勢
大
神
宮
を
敬
う
こ
と
、
前
か
ら
定
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
誕
生
の
夜
、

ま
た
前
と
同
じ
夢
を
見
た
。
夢
か
ら
覚
め
る
と
、
身
も
心
も
心
地
よ
く
な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
、
し
ば
ら
く
し
て

岩
次
郎
が
生
ま
れ
た
。

【
五
十
皇
は
伊
勢
皇
大
神
の
こ
と
。
伊
勢
大
神
宮
の
こ
と
を
五い
す
ず
の
み
や

十
鈴
宮
と
い
う
。】

三
男
二
女

［
長
澤
家
に
は
三
男
二
女
が
あ
り
、
岩
次
郎
は
三
男
だ
っ
た
。
誕
生
し
た
の
は
実
に
、
丑
の
年
、
丑
の
月
、
丑
の
日
、

丑
の
刻
で
あ
っ
た
。
予
（
東
嶺
円
慈
）、
菅
神
降
生
の
年
を
考
え
る
に
、
人
皇
五
十
四
代
仁
明
天
皇
の
承
和
十
二
年
乙
丑

で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
世
に
丑
天
神
と
称
さ
れ
、
必
ず
丑
の
日
に
お
祭
り
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
白
隠
禅
師
は
菅
神

と
生
ま
れ
年
の
乙
丑
を
同
じ
く
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
ら
に
ま
た
丑
の
月
、
丑
の
日
、
丑
の
刻
、
そ
し
て
菅
神
の
祭

日
で
あ
る
二
十
五
日
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
禅
師
は
果
た
し
て
菅
公
と
宿
縁
が
あ
っ
た
と
い
う
も

の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
時
、
一
人
の
異
人
が
や
っ
て
来
て
白
隠
老
師
に
謁
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
相
見
の
際
に
、
し
ば
し
ば
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侫
臣
を
退
け
賢
者
を
推
挙
し
て
、
共
に
国
家
を
護
っ
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
と
語
っ
た
。
老
師
は
、「
そ
な
た
は
老わ
た
し僧
を

何
者
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
か
」
と
言
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
国
事
の
こ
と
を
話
し
、
こ
の
異
人
は
大
き
な
声
で
、「
北
野
天

満
天
神
を
拝
し
奉
る
の
み
」
と
言
っ
た
。］

【
長
澤
家
は
、
母
が
夫
の
権
右
衛
門
を
迎
え
た
こ
ろ
に
は
、
屋
敷
を
二
等
分
し
て
、
西
側
を
味
噌
屋
戸
右
衛
門
と
し
、
東
側

を
澤
瀉
屋
権
右
衛
門
の
二
軒
に
分
家
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）に
原
の
脇
本
陣
高
田
市
左
衛
門

信
貞
の
作
っ
た
原
宿
屋
敷
割
図
が
松
蔭
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は『
間
口
七
間
奥
行
廿
間
、
長
澤
権
右
衛
門
豆
州
江

梨
出
。
其
隣
地
に
間
口
七
間
奥
行
廿
一
間
、
年
寄
長
澤
戸
右
衛
門
、
富
士
宮
社
人
出
』と
記
入
が
あ
る
」（
秋
山
寛
治『
白
隠
禅

師
の
生
縁
と
修
業
時
代
』）。
長
男
は
法
名
玄
峰
古
関
。
澤
瀉
屋
の
当
主
と
な
り
松
蔭
寺
の
檀
家
と
な
っ
た
。
次
男
の
円
心
日

貞
は
味
噌
屋
を
嗣
ぎ
、
長
澤
家
代
々
の
日
蓮
宗
本
広
寺（
浮
島
村
石
川
）の
檀
家
と
な
っ
た
。】

貞
享
丙
寅
三
年
（
一
六
八
六
）
二
歳

【原
宿
災
害
・事
件
簿
】

◯
白
隠
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
の
松
蔭
寺
の
消
息
を
伝
え
る
記
事
が
、
原
土
屋
家
文
書「
見
聞
・
覚
え
記
」の「
前
々
ノ
儀
、
連
々

聞
書
、
并
び
に
善
悪
覚
書
」に
出
る
。

	

「（
昔
、
寛
永
年
中
の
こ
と
）原
宿
東
町
の
根
古
屋
へ
行
く
道
の
西
角
屋
敷
に
文
十
郎
と
い
う
者
が
い
た
。
そ
こ
に
井
戸
が

あ
り
、
隣
家
と
共
同
で
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
使
い
様
に
つ
い
て
い
さ
か
い
が
あ
っ
た
。
両
家
の
女
房
も
加
わ
っ
て
互
い
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に
悪
口
を
言
い
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
激
昂
し
た
文
十
郎
が
、
十
二
月
二
十
九
日
に
隣
家
に
押
し
込
み
、
亭
主
が
餅
を
の

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
袈
裟
掛
け
に
斬
り
殺
し
た
。
文
十
郎
は
家
に
帰
る
と
、
腹
を
十
文
字
に
か
き
斬
り
、
下
男
に
介
錯

さ
せ
て
果
て
た
。
こ
の
双
方
の
家
に
は
そ
れ
ぞ
れ
男
子
が
あ
っ
た
が
、
両
人
と
も
に
出
家
し
た
。
文
十
郎
の
息
子
坊
主
は

学
文
を
遂
げ
、
長
老
に
な
り
、
関
東
で
寺
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
隠
居
し
て
当
宿
へ
帰
っ
て
来
て
、
松
蔭
寺
に
居

住
し
て
い
た
。
貞
享
年
中（
一
六
八
四
～
八
八
）の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
御
坊
、
乱
心
に
な
り
、
我
が
居
宅
へ

た
び
た
び
火
を
つ
け
た
。
後
に
は
本
心
に
な
っ
て
死
去
し
た
。
私（
土
屋
文
書
の
筆
者
）が
十
歳
こ
ろ
の
こ
と
で
、
そ
の
御

坊
は
六
十
歳
ほ
ど
に
見
え
た
。
こ
の
御
出
家
の
年
頃
か
ら
考
え
る
に
、
右
の
喧
嘩
は
寛
永
年
中
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」。

【
土
屋
家
文
書
の
記
録
者
は
白
隠
よ
り
八
歳
年
長
で
あ
る
か
ら
、
松
蔭
寺
に
い
た
乱
心
御
坊
の
話
は
、
だ
い
た
い
白
隠
が

生
ま
れ
た
こ
ろ
の
話
で
あ
る
。
三
十
二
歳
の
条
に
、「
吾
が
松
蔭
は
叔
父
大
瑞
の
創
建
に
し
て
、我
と
土
木
の
労
を
尽
く
す
。

堂
庫
并
べ
備
え
、
林
木
高
く
秀
づ
る
も
、
皆
な
他
の
汗
血
に
あ
ら
ず
と
い
う
こ
と
無
し
」と
い
う
白
隠
の
父
の
言
葉
が
あ
る
。

か
な
り
荒
れ
て
い
た
松
蔭
寺
の
復
興
を
、
長
澤
権
右
衛
門
も
手
伝
っ
て
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。】

貞
享
丁
卯
四
年
（
一
六
八
七
）
三
歳

三
歳
に
し
て
よ
う
や
く
立
つ

三
歳
に
な
っ
た
が
、
岩
次
郎
は
ま
だ
立
っ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
心
に
恥
じ
て
、
ひ
そ
か
に

立
つ
こ
と
を
練
習
す
る
こ
と
し
ば
ら
く
、
あ
る
日
、
家
の
前
で
ひ
ょ
い
と
立
つ
こ
と
が
で
き
、
歓
喜
に
あ
ふ
れ
た
。
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離
れ
た
と
こ
ろ
で
見
て
い
た
男
が
「
や
れ
、
岩
さ
ま
が
立
っ
た
は
ヤ
イ
」
と
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。［
師
の
幼
名

は
岩
次
郎
。］
師
は
こ
の
と
き
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
、
後
に
修
行
仲
間
に
語
っ
た
。

貞
享
戊
辰
五
年
、
元
禄
と
改
元
（
一
六
八
八
）
四
歳

「
小
夜
の
中
山
」
を
暗
誦
す
る

た
い
へ
ん
記
憶
力
が
よ
く
、「
小
夜
の
中
山
」
の
歌
三
百
余
り
を
暗
誦
し
た
。
そ
こ
い
ら
の
者
た
ち
が
菓
子
を

与
え
て
聞
か
せ
て
く
れ
と
言
う
と
、
岩
次
郎
は
す
ぐ
に
、
そ
れ
を
一
字
も
間
違
え
る
こ
と
な
く
歌
っ
て
や
っ
た
。

み
な
が
そ
の
賢
さ
を
た
た
え
た
。

【「
小
夜
の
中
山
」は
未
詳
。「
三
百
余
言
」と
あ
る
か
ら
、
街
道
で
歌
わ
れ
た「
小
夜
の
中
山
」を
始
め
と
す
る
馬
子
唄
の
類
で

あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
今
に
伝
わ
る「
日
坂
馬
子
唄
」に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。「
小
夜
の
中
山
、
谷
間
の
桜
、
上
り
下
り

の
客
が
折
る
。
寒
や
北
風
、
昨
日
は
南
風
、
今
日
は
巽
の
風
が
吹
く
。
小
夜
の
中
山
、
夜
更
け
て
通
り
ゃ
、
鹿
も
友
呼
ぶ
声

が
す
る
」。】
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元禄己巳二年（一六八九）五歳

元
禄
己
巳
二
年
（
一
六
八
九
）
五
歳

世
の
無
常
を
観
ず
る

あ
る
日
、
下
女
に
連
れ
ら
れ
て
浜
辺
で
遊
ん
だ
。
下
女
た
ち
は
集
ま
っ
て
戯
れ
楽
し
ん
で
い
た
が
、
岩
次
郎
だ

け
は
、
ひ
と
り
静
か
な
所
に
坐
っ
て
太
平
洋
を
眺
め
て
い
た
。［
こ
こ
の
海
は
東
は
口
伊
豆
江
梨
の
大お

瀬ぜ

崎ざ
き

か
ら
、

西
は
遠
州
塔
見
の
虚
空
歳
の
峰
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。］
そ
し
て
、
空
に
雲
の
行
き
来
し
て
、
現
わ
れ
た
か
と
思
え

ば
消
え
て
ゆ
く
さ
ま
を
見
て
、「
い
か
に
も
変
わ
っ
た
も
の
だ
」
と
心
に
思
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
世
間
の
無

常
の
さ
ま
を
観
じ
て
、
し
ば
し
ば
泣
く
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
誰
も
そ
の
わ
け
を
知
る
者
は
な
か
っ
た
。
も
っ
て
生

ま
れ
た
宿
知
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

元
禄
庚
午
三
年
（
一
六
九
〇
）
六
歳

【『
草
稿
』も『
年
譜
』も
こ
の
年
に
は
記
事
が
な
い
が
、
白
隠
の『
仮
名
因
縁
法
語
』に
は「
休
心
坊
、
火
難
に
逢
う
事
」と
い
う
、

次
の
よ
う
な
物
語
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば「
五
六
歳
の
こ
ろ
」と
い
う
。

「
元
禄
の
始
め
こ
ろ
、
浮
島
ケ
原
に
休
心
坊
と
い
う
世
捨
て
人
が
い
た
。
ど
こ
の
人
か
は
分
か
ら
な
い
。
街
道
添
い
に
常
休

庵
と
い
う
荒
れ
果
て
た
庚
申
堂
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
五
尺
ば
か
り
あ
る
、
類
も
な
く
尊
き
観
音
像
を
運
ん
で
来
て
、
そ
こ

に
住
み
つ
い
て
い
た
。
元
禄
三
年
二
月
六
日
の
夜
の
こ
と
、
三
丁
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
火
事
が
起
こ
っ
た
。
折
し
も
強

い
西
風
が
吹
い
て
い
て
激
し
く
燃
え
上
が
っ
た
。
老
人
を
背
負
い
子
供
の
手
を
引
い
て
、
逃
げ
ま
ど
い
泣
き
叫
ぶ
さ
ま
は
さ
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な
が
ら
地
獄
の
あ
り
さ
ま
。
…
…
」。

こ
の
火
事
は
常
休
庵
に
も
迫
っ
た
が
、
休
心
坊
は
そ
の
中
で
鉦
を
た
た
い
て
念
仏
を
唱
え
、
そ
の
観
音
像
を
守
っ
た
。
こ
の

火
事
よ
り
の
ち
、
原
の
人
々
は
こ
の
ど
こ
の
者
と
も
知
れ
ぬ
休
心
坊
を
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

白
隠
は
最
後
の
と
こ
ろ
に「
我
等
モ
五
六
才
ノ
時
、目
ノ
辺
リ
見
聞
キ
タ
ル
芳
躅
ナ
レ
バ
、打
チ
捨
テ
難
ク
テ
書
キ
留
メ
侍
リ
」

と
書
い
て
い
る
。
こ
の
休
心
坊
の
こ
と
は『
年
譜
』お
よ
び『
草
稿
』で
は
次
年
の
条
に
出
る
。

原
土
屋
家
文
書「
見
聞
・
覚
え
記
」の
こ
の
年
の
火
事
の
記
録
は
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
は
定
休
庵
が
焼
け
た
火
事
は
、
二
年

後
の
元
禄
五
年
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は「
二
月
二
十
二
日
夜
七
つ
時
、
西
町
南
木
戸
際
よ
り
出
火
」と
あ
る
。
白
隠

の
自
伝
に
見
え
る
幼
少
年
期
の
記
述
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
白
隠
の
記
憶
に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
二
三

年
程
度
の
誤
差
や
暗
記
の
失
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。】

元
禄
辛
未
四
年
（
一
六
九
一
）
七
歳

法
華
経
を
覚
え
る

岩
次
郎
は
寺
に
行
っ
て
説
法
を
聞
く
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、『
法
華
経
』
提
婆
品
の
講
義
を
聴
聞
し
、

そ
れ
を
覚
え
て
帰
り
、
年
寄
り
た
ち
に
そ
の
と
お
り
に
話
し
て
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
老
爺
は
思
わ
ず
感
涙

を
流
し
た
の
だ
っ
た
。
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元禄辛未四年（一六九一）七歳

異
僧
休
心
坊

こ
の
こ
ろ
、
原
宿
に
専
修
念
仏
の
行
者
で
休
心
坊
と
い
う
者
が
い
た
。
ど
こ
か
ら
来
た
人
か
分
か
ら
な
い
者
で
、

ま
た
い
ず
く
と
も
な
く
去
っ
て
い
っ
た
男
で
あ
る
が
、
ど
こ
と
な
く
気
高
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
不
思
議

な
力
を
示
す
こ
と
が
あ
っ
た
。［
う
わ
さ
に
よ
れ
ば
、源
義
経
の
家
来
で
あ
る
常
陸
坊
海
存
で
あ
る
と
い
う
。
神
谷
（
現

富
士
市
）
の
黄
檗
宗
円
成
寺
に
住
す
る
こ
と
お
よ
そ
百
年
。
そ
の
間
に
小
田
原
の
長
興
山
紹
太
寺
で
鉄
牛
道
機
に
参
じ
て
、

空
を
飛
ぶ
術
を
現
わ
し
て
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
ま
た
山
中
村
に
し
ば
ら
く
住
ん
で
い
た
と
も
い
う
。
好
ん

で
尺
八
を
吹
き
、
さ
な
が
ら
狂
僧
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
浮
島
ケ
原
に
来
る
た
び
に
原
宿
に
留
ま
っ
た
。『
本
朝
高
僧
伝
』

に
載
る
常
陸
の
国
鹿
島
、根
本
寺
の
残
夢
和
尚
（
？
～
一
五
七
六
）
と
同
人
で
あ
る
。
東
叡
山
寛
永
寺
の
南
光
坊
天
海
（
一

五
三
六
？
～
一
六
四
三
）
は
始
め
残
夢
に
参
じ
、
親
し
く
禅
要
と
占
い
（
定
数
）
と
丹
田
修
養
の
秘
訣
を
受
け
た
の
で
、

百
六
十
余
歳
ま
で
も
長
生
き
を
し
た
。
こ
の
海
存
は
も
と
も
と
は
奥
州
に
い
た
の
だ
が
、
仙
人
に
逢
っ
て
そ
の
術
を
得
た
。

そ
の
後
、
藤
原
秀
衡
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
、（
頼
朝
の
軍
勢
か
ら
逃
れ
て
）
主
君
の
義
経
に
付
き
従
い
、
武
蔵
坊
弁
慶
、

亀
井
重
清
、
片
岡
常
春
、
伊
勢
義
盛
、
駿
河
次
郎
ら
、
一
行
六
人
は
蝦
夷
に
落
ち
延
び
、
こ
こ
で
国
を
治
め
、
北
狄
を
伏

し
た
。
や
が
て
義
経
は
中
国
大
陸
に
渡
っ
て
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
後
に
明
を
亡
ぼ
し
て
清
朝
を
開
い
た
の
は
そ
の
末
裔
で

あ
る
。
し
か
し
海
存
だ
け
は
大
陸
に
は
渡
ら
ず
本
国
に
止
ま
り
、
常
に
主
君
の
義
経
を
慕
い
、
山
野
に
棲
遅
し
て
い
た
が
、

し
ば
し
ば
不
思
議
な
事
迹
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
義
経
の
始
末
記
は
さ
る
隠
士
が
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
記

し
た
も
の
を
『
新
義
経
記
』
と
い
う
。
そ
の
事
跡
は
お
お
か
た
信
ず
る
に
堪
え
る
も
の
で
あ
る
。］
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休
心
坊
の
教
え

岩
次
郎
の
父
は
常
に
こ
の
休
心
坊
を
自
宅
に
招
い
て
供
養
し
て
い
た
。
休
心
坊
は
長
澤
家
に
来
る
と
、
い
つ
も

岩
次
郎
を
呼
ん
で
自
分
の
そ
ば
に
坐
ら
せ
、
他
の
者
の
下
座
に
は
坐
ら
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
背
中
を
な
で
な

が
ら
、「
よ
い
子
じ
ゃ
、
こ
の
子
に
は
不
思
議
な
相
が
あ
る
か
ら
、
き
っ
と
世
の
た
め
に
な
る
人
と
な
る
だ
ろ
う
」

と
言
う
の
だ
っ
た
。
ま
た
、「
お
釈
迦
さ
ま
は
雪
山
で
六
年
、
達
磨
大
師
は
少
林
寺
で
九
年
も
苦
行
を
な
さ
れ
た
。

お
ま
え
も
こ
の
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
「
時
ぎ
り
場
ぎ
り
（
即
今
当
処
、
つ
ね
に
「
今
こ
こ
」
を

意
識
し
、
余
念
を
交
え
て
は
な
ら
な
い
）」
と
い
う
こ
と
を
教
え
た
。

あ
る
時
、
三
つ
の
要
訣
を
教
え
て
言
っ
た
、「
一
つ
、
食
べ
残
し
の
汁
に
は
湯
を
加
え
て
こ
れ
を
飲
む
こ
と
。

二
つ
、
小
便
を
す
る
と
き
に
は
し
ゃ
が
ん
で
す
る
こ
と
、
決
し
て
立
っ
て
し
て
は
な
ら
な
い
。
三
つ
、
北
方
を
尊

ん
で
、
便
な
ら
び
に
（
寝
る
と
き
も
）
脚
を
向
け
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
三
つ
を
守
れ
ば
、
長
生
き
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
」
と
。

禅
師
は
一
生
涯
、
病
気
の
と
き
で
も
、
こ
の
三
訣
を
犯
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
霊
妙
な
る
効
果
に
よ
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
長
生
き
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【『
草
稿
』に「
地ジ

キ

リ
極
限
、
場バ

キ

リ
極
切
」、
ま
た『
年
譜
』に「
地
限
り
場
限
り
」と
い
う
の
は
不
審
で
あ
る
、
こ
れ
で
は
同
じ
こ
と
の

反
復
と
な
る
。
あ
る
い
は「
時
ぎ
り
場
ぎ
り
」で
は
な
い
か
。
禅
語
で
い
え
ば「
即
今
当
処
」、
つ
ね
に「
今
こ
こ
」を
意
識
す
る

こ
と
。「
い
ま
」と
い
う
時
間
だ
け
、「
こ
こ
」と
い
う
場
所
だ
け
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
前
後
際
断
で
あ
る
。】
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元禄辛未四年（一六九一）七歳

◎
ケ
ン
ペ
ル
、
原
宿
を
通
る

二
月
三
十
日
、
ケ
ン
ペ
ル
が
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
館
長
と
共
に
徳
川
綱
吉
に
拝
謁
し
た
。
江
戸
に
向
か
う
一
行
が
、

江
尻
か
ら
三
島
ま
で
移
動
し
た
の
は
三
月
十
日
（
日
本
暦
で
は
二
月
十
五
日
こ
ろ
）
で
あ
る
。

【『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
斎
藤
信
訳
）に
は
左
の
よ
う
に
あ
る
。

「
元
吉
原
と
い
う
貧
弱
な
村
は
、
約
三
〇
〇
戸
か
ら
成
り
、
吉
原
か
ら
半
里
の
所
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
で
昼
食
を
と
っ

た
が
、
子
供
た
ち
が
、
群
を
な
し
て
馬
や
駕
籠
に
近
づ
い
て
来
て
…
…
面
白
い
と
ん
ぼ
返
り
を
し
な
が
ら
、
輪
を
描
い
て
駆

け
回
り
、
施
し
物
を
も
ら
お
う
と
し
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
子
供
た
ち
に
小
銭
を
た
く
さ
ん
投
げ
て
や
っ
た
。
彼
ら
が
砂
の

中
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
倒
れ
、
あ
わ
て
て
銭
を
つ
か
も
う
と
す
る
様
子
は
大
へ
ん
面
白
か
っ
た
。
…
…
子
供
た
ち
は
旅
行
者

が
幾
ら
か
で
も
小
銭
を
投
げ
て
や
る
ま
で
、
時
に
は
半
里
も
つ
い
て
来
る
」。

ケ
ン
ペ
ル
が
長
崎
へ
の
帰
途
、
こ
の
あ
た
り
を
通
っ
た
の
は
四
月
八
日（
日
本
暦
で
は
三
月
中
旬
）で
あ
る
。
沼
津
を「
日
の

昇
る
三
時
間
前
に
」出
発
し
た
一
行
は
原
へ
向
か
う
、
そ
の
途
中
の
記
事
に
い
う「
伊
勢
参
り
の
若
い
人
た
ち
が
野
宿
し
て
い

る
の
に
出
会
っ
た
が
、
こ
れ
と
は
違
っ
て
、
な
ん
ま
ん
だ
あ
を
唱
え
る
念
仏
僧
は
、
ま
だ
早
暁
だ
と
い
う
の
に
、
も
う
路
傍

に
立
っ
て
小
さ
な
鉦
を
鳴
ら
し
布
施
を
乞
い
求
め
て
い
た
。
沼
津
か
ら
道
は
西
北
に
向
か
い
、
約
一
里
の
間
、
海
岸
に
並
ぶ

幾
つ
か
の
小
さ
い
さ
び
れ
た
村
を
縫
っ
て
通
じ
て
い
た
。
こ
の
辺
で
は
少
年
た
ち
が
目
の
ま
わ
る
よ
う
な
と
ん
ぼ
返
り
を

や
っ
て
み
せ
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
幾
ら
か
の
祝
儀
を
は
ず
む
気
に
な
っ
た
」。】


